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第２回京田辺市中学校昼食等検討委員会会議録 
 

委員会名 第２回京田辺市中学校昼食等検討委員会 

日時 平成２９年３月１６日（木）午後１時３０分～午後３時０５分 

場所 京田辺市役所 ３階 ３０１・３０２会議室 

 
出席委員 

 
１ 学識経験者 （同志社大学教授） 
２ 小中学校校長会代表 
３ 小中学校教頭会代表 
４ 小学校に通う児童の保護者の代表（京田辺市立大住小学校ＰＴＡ） 
５ 中学校に通う生徒の保護者代表（京田辺市立田辺中学校ＰＴＡ） 
６ 中学校に通う生徒の保護者の代表（京田辺市立大住中学校ＰＴＡ） 
７ 中学校に通う生徒の保護者代表（京田辺市立培良中学校ＰＴＡ） 
８ 中学校教諭代表（京田辺市立田辺中学校） 
９ 中学校教諭代表（京田辺市立大住中学校） 
10 中学校教諭代表（京田辺市立培良中学校） 
11 栄養教諭代表 
12 公募により選出された委員 
13 公募により選出された委員 
14 教育部長 
 

欠席委員 なし 

事務局 
古川教育部副部長・佐路学校環境整備課長 
小畑学校環境整備課保健給食係長・松浦学校環境整備課主任 

内容 
１ 中学生の食生活と中学校昼食に関するアンケートの集計結果 
２ その他 

傍聴者 ３名 
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１ 開会 
２ 委員長挨拶 
３ 交代委員の紹介 
４ 議事 
（１）中学生の食生活と中学校昼食に関するアンケートの集計結果 
事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本委員会の進行は、委員長が行うことになっておりますので、進行を委員長にお

願いします。 

 

・次第にもありますように、今日の議事は１点であり、過日に実施した「中学生の

食生活と中学校昼食に関するアンケート」の集計結果について、事務局から報告を

お願いします。先ほども申し上げましたとおり、このアンケート結果を参考にしな

がら今後の議論を進めていきたいと考えています。 

 

・それでは、中学生の食生活と中学校昼食に関するアンケートの集計結果について

報告します。 

 

・まず、アンケート実施状況についてです。本アンケート調査は、平成２９年１月

１７日に各中学校を通じて、市内中学生１，８１７人の生徒と、１，６７９家庭を

対象に配布、２月３日を期限に回収をお願いいたしました。前回より質問数を多く

設定しましたので、約２週間の回答期間を設けました。 

 

・続きまして、アンケートの回収状況です。回収率は、生徒が１，８１７人中１，

２７３件で７０．０６％。保護者が１，６７９家庭中１，２４４件の７４．０９％

でした。前回、平成２３年度の調査は、生徒が９４．７％、保護者が７２．６％で

した。 

 

・続いて、平成２８年度中学生の食生活と中学校昼食に関するアンケートの結果に

ついて、報告します。 

 

～ 事務局より説明 ～ 

 

・アンケートの結果について、集計と比較も含め説明をしていただきました。アンケ

ートの結果だけで議論するわけではありませんが、最大の利用者である生徒とその保

護者の意見がよく出ているので、今後の議論の参考には大変重要な資料だと思います

。 

 

・ただ今、説明いただきましたアンケートの結果について、委員の皆さんご意見、ご質

問等ありませんか。感想でも結構です。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

・アンケートの結果とは直接関係ないかもしれませんが、アンケートの案が配布され

た時、意見を出して欲しいと言われ、意見を出しました。色々な子ども達の思いを聞く

というアンケートの形はよくわかりましたし、丁寧に作られていると思いましたが、

問２６「中学校での昼食はどんな昼食が良いですか」と言う質問で、案の段階では「小

学校のような給食（自分達で配膳をする）」というように配膳のことについても書かれ

ていた。それを見た時に、「配膳が面倒だから、給食より弁当が良い」にならないか。

それと「どんな昼食が良いのか」とは、異質な質問だと感じました。給食は法律で提供

することが決まっていることであり、給食の基本的な仕組み（法令等、補助が出る等）

を知らされなくて、「弁当が良いか、給食が良いか」と聞くことに違和感を感じました

。 

 

・学校給食法で、義務教育では給食を基本、提供することが定められているのに、それ

をどちらが良いのか子ども達に聞くこと自体、違うのではないか。聞く意図がわから

ない。子ども達に「どんな給食が良いか」と聞くべきではなかったかと思います。 

 

・聞き方の良し悪しはあるかと思いますが、逆に「給食だと補助が出る」などアンケー

トに書いてはいけないのが、アンケートの原則です。答えを誘導することになるから

です。あまり特定のものだけについて、説明を加えるのは、アンケートのやり方として

は適当でないです。 

 

・培良中学校の保護者に聞いたら、学校でアンケートの回答をしたと聞いた。私の子

どもは田辺中学校ですが、家に持って帰って回答しました。だから田辺中学校の回収

率が生徒の場合５７．５１％、保護者の場合６２．１３％と低いのではないか。きっと

、回答を出さなかった子ども達の意見の方が、もっと答えるべき答えを持っている子

ども達ではなかったのか。アンケートは、絶対回答しなさいと言って強制してはだめ

なのか。中学校によっては、時間内にアンケートを回答させているところもあったし、

自宅に持ち帰り回答させ、提出していない子どもに対して、提出を促す声掛けがなか

ったと聞く。その違いはなぜでしょうか。 

 

・学校長の判断で、アンケートなので学校で回答すると、子ども同士が相談し合うこ

とや、早く帰りたいが上に適当に回答することも考えられる。自宅に持ち帰り、じっく

り考え回答して欲しいという思いがあったと思います。 

 

・そうですね。記述式がたくさんありましたしね。 

 

・そういう意味では一概にどっちがいいとも言い切れないですね。アンケートは基本

、任意制になっているので、強制的に提出を求めることもできない。 

 

・デリ弁当のことを聞きたいのですが、今回のアンケートでも色々と意見が出ていま

すが、当日、利用できないのか、また、当日、キャンセルした場合、返金がされないの
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か、お弁当はいつ作っているのですか、当日の調理ですが、前日の調理ですか。 

 

・現在のシステムの利用方法ですが、当日の予約は可能です。ただし、午前８時までと

なっており、午前８時までであれば、システムを使っての予約が可能です。しかし、温

めサービスについては、電子レンジ対応の容器による準備の都合上、前日の午後５時

までの予約が必要になります。前日とは、前日が土日祝日の場合、その前の平日を指し

ています。電子レンジ対応容器でない場合、急な利用については、当日の午前８時まで

予約が可能です。弁当業者が注文数を確定し、弁当の準備をし、学校へ配達する可能な

時間として予約時間の締切りが午前８時迄になっています。予約のキャンセルについ

ても、同じく午前８時までになっています。お弁当については、当日の朝、作っている

と聞いています。 

 

・デリ弁当については、説明にあったように現状ではこのようなシステム条件です。 

弁当業者との関係があるので、こちらの希望どおりになかなかならないと思いますが

、今後、京田辺市がもっと多く利用するようになれば、変えられる部分は変えることも

選択肢だと思います。 

 

・この委員会には中学校の先生方も多数出席いただいているのですが、現場で昼食等

の状況をご覧になり、先生の立場から見て、なにかご感想などありませんか。 

 

・アンケートが現状をベースにした質問が多くなっているので、弁当が基本の前提で

の質問になっています。今後のことを考えると、このアンケート結果がすべての意向

を示しているわけではないと思いますが、現状の認識として、１番多い割合の回答に

色掛けされていますので、今の仕組みに対する生徒や保護者の考えが反映されている

とみていいでしょう。感覚的な話で恐縮ですが。 

 

・生徒と保護者の意見が違う。生徒は家庭からの弁当を１番とし、その理由として「好

きなものが食べられる」、反対に保護者の方は給食を１番とし、理由は「栄養のバラン

スがよい」と挙げている違いがある。 

 

・保護者については、小学校６年間で給食を体験され、栄養バランス、食育について、

食事の大切さ、食文化の継承や郷土料理などを給食で提供していたことから、学校か

らの便りなどで知り、給食を望まれているところだと思います。 

 

・子どものお弁当が１番良いという理由に「好きにものが食べられる」で、保護者の方

で色々と工夫はされていると思いますが、食育の面でどうかと思います。 

 

・食育というのは、小学校６年間で終わるものでなく、今、医療費の増大などで問題に

なっている生活習慣病にならないように予防医学で言われているように、ライフステ

ージに合わせて思春期や青年期、更年期と食育は続いていく。食育の面から、家庭弁当
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

がふさわしいのかどうかを考えないといけないと思います。 

 

・前回の検討委員会の際、子どもはお弁当、保護者は給食を望む結果と出て、今回のア

ンケートでも前回と同じ結果だろうと思っていました。 

 

・しかし、前回アンケートとの比較（生徒）の中で、問２６「中学校での昼食はどんな

昼食がいいですか」の質問に、もちろん、家庭からの弁当の回答が１番多いが、小学校

のような給食がよいの回答が、５年前の回答は１７．６１％だったところ、今回の回答

は２３．２０％と前回より増加している。 

 

・今の中学生は、５年前の中学生より小学校のような給食を希望していることがわか

る。子どもの意識が変化していると思う。小学校の給食についてどう思うかの回答で

も、「栄養のバランス」が１番であり、食について考える子ども達が増えていることが

わかった。安心をしました。 

 

・しかし、回答していない子ども達の意見も気になるところでもありますが、給食に

対する良いイメージを持っている子ども達が増えていることがわかりました。 

 

・確かに前回のアンケートと比較すると、生徒の方では給食が良いという回答が増え

ている。保護者については、同じぐらいの結果である。 

 

・私自身、自分の子どもにお弁当を作って持たせていました。給食に対するイメージ

が子どもも大人もですが、小学校での給食の指導、保護者への給食の試食会、食育、ま

た色々と工夫された献立などが進み、食に対する理解、興味が深まる中で、給食という

ポイントが高まってきたのではないでしょうか。 

 

・そのようなイメージを持ちながら、最近、お母さんの就労率が増える中、小学校のよ

うな給食がありがたいと思われているのではないでしょうか。 

 

・子どもの方も、家庭からの弁当が良いが相変わらず多いと私も思っていたのですが

、意外と前回と比較するとポイントが減少している。そこのところ、小学校のような給

食の期待と、お弁当に対する捉え方、子どもの思いなどが変わって来ているのではな

いか。子ども達の話しをもう少し聞きたいところです。 

 

・設問に対する答えだけでは、本当の気持ちがなかなか読み取れない。ほかの設問の

中では、家庭弁当に対して割と良いという回答が多いが、最後のところで給食でも良

いという答えが多くなっている。どういう判断なのか。 

 

・昼食時間ですが、アンケートの中で「昼食時間が短い」という回答が多い。保護者か

らもよく聞きます。学校の先生から、時間を長くすると遊びに行きたい生徒が行けな
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委員長 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

いからと聞いたことがありますが、しかし、アンケートの結果を見ると圧倒的に「昼食

時間が短い」が多い。「落ち着いて食べたい」など、中学生はもっと食に対して乱雑に

扱っていると思っていたがそうではないことがわかる。昼食の時間を５分長くするこ

とは無理ですか。また、どうしてこんなに短いのですか。中学校の先生、教えてくださ

い。 

 

・昼食時間をもう少し長くするということなどについてはいかがでしょうか。 

 

・田辺中学校は以前１５分間だったのですが、短いということで何年か前に５分増や

し、その分、昼休み時間を５分短くしています。昼食時間としては２０分になっていま

す。 

 

・それ以上長くするのは難しいのですか。 

 

・その後に昼休み時間、放課後の部活の時間との兼ね合いを考えると、昼食時間をあ

まり長くもできない。 

 

・ほかの中学校も同じような状況ですか。 

 

・中学校に入学した当初は、「昼食時間が短い」という声が多いです。年々学年が上が

っていくにつれて、現状の昼食時間を持て余す生徒も多くなってくる。そうなると、時

間を延ばしてしまうと、食べ終わってから昼食時間が終わるまでじっとしている生徒

も出てくる。昼食時間を延ばすと、昼休み時間、部活の時間などを削らないといけなく

なる。現在の昼食時間は１５分です。 

 

・培良中学校でも昼食時間は１５分ですが、早い生徒では５分で食べ終わる生徒もい

る。中学校は体育など教科によって教室移動があり、昼食時間のチャイムと共に開始

ができない場合もある。その場合は、後ろの昼休み時間で調整をすることもある。特に

１年生については、子どものような１年生と、大人のような３年生では同じ時間で食

べるのは難しい面がある。 

 

・確認させてください。昼食時間ですが、田辺中学校は２０分、大住、培良中学校は１

５分ですか。生徒のアンケート結果１８頁で中学校の昼食について思っていることが

まとめてありますが、昼食時間が２０４もあり驚いたのですが。その後にそれぞれの

回答で「昼食時間が短い」「昼食時間が長い」などそれぞれなのだと思うのですが。し

かし、短いと思う生徒が多いのに驚きました。 

 

・保護者として思うには、学年によって回答が違ってくるのだと思う。先ほど先生が

言われたように１年生は短い昼食時間での昼食が食べ慣れていないのだと思います。

私、中学１年生と中学３年生の子どもがいるのですが、中１の子どもにしては入学し
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委員長 

 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

て１５分間でお弁当を食べることが、最初はすごい苦痛だと言っていました。友達の

お母さんに話を聞いても、「朝早くから作っているのに１５分で食べるなんて、もう少

し味わって食べて欲しい」と言っていました。ただ単に食べる時間が１５分しかなけ

れば、「１５分で食べるお弁当を考えて作ることも考えないといけないね」と話しをし

ていました。中３のお兄ちゃんにしてみれば、１５分あれば十分。５分で食べ終わると

言っています。学年によって変わってくるのではないか。子どもに合わせたお弁当の

量を家庭が考えてあげる必要がある。 

 

・また、放送当番など委員会に当たっていると、お昼時間が思うように使えないとき

があるようです。学年、委員会などによって、昼食時間の感じ方が違うのではないか。 

 

・自由記述で「昼食時間が短い」という２０４人の回答は多いと感じるのですが、逆に

１０００人以上の生徒は現状で大丈夫と思っている。昼食時間と昼休み時間で融通が

利かないのでしょうか。可能なのでしょうか。 

 

・１年生については、昼食時間が終わり、昼休み時間に入っても食べている生徒につ

いては、ゆっくり食べるよう声掛けをしている。 

 

・「昼食時間が短い」「昼食時間が長い」と回答が様々ですね。個人差があるのでなかな

か難しいですね。いずれにしても学校の時間の関係で昼食時間を今以上に長く設定す

ることは難しいようですね。現状の１５分ないし２０分が一定の目安にならざるを得

ない。 

 

・アンケート集計の１９頁の「会話」で、「皆で食べると交流し合い、仲を深めること

ができるからよい」が１０６回答もありますね。昼食時間で仲が深まるや、楽しく会話

できる、仲間のつながりになるなど、これも食のもうひとつの側面なのでとても大切

だと思う。忙しい中学校の生活の中で、一緒に食べながら食事ができるのは、大切な時

間だと思う。 

 

・「昼食がとても楽しみ、元気がでる」など、昼食時間を楽しみにしている生徒が多い

ことはいいことですね。 

 

・今日の昼食会でデリ弁当を食べさせていただいたのですが、デリ弁には日替弁当と

ヘルシー弁当の２種類があるそうですが、注文はどちらが多いですか。 

 

・日々の注文状況については、注文数と弁当の内容を集計していますが、今、手持ちの

資料でわかる資料を持ち合わせていません。ただ、日々の集計の中で思うことは、ばら

ついて注文がされています。どちらかがダントツ多いということはない。カロリーで

決めているというより、メニューの内容で決めているように感じます。日替弁当とヘ

ルシー弁当では２００ｋｃａｌほどの違いはあるのですが、ヘルシー弁当だからと言
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委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

って極端に量が少ないと感じるものではないです。 

 

・私は日替弁当を食べて、結構、お腹がいっぱいになったのですが、ヘルシー弁当を食

べられた方いかがでしたか。 

 

・私はヘルシー弁当をいただきましたが、量的にはちょうどよかった。野菜について

も気をつけてくれているように思えました。満腹になるほどではなかったので、中学

生の男子には少ないのではないか。 

 

・注文方法を簡単にして欲しいや、弁当を教室まで届けて欲しいなど、頼みやすくな

ったら頼むのでしょうね。アンケートの回答の中で子ども達は一生懸命回答してくれ

ている。「おいしいとさけぶ」なんて、本当そうなのだと思う。これは大事だと思う。

子ども達、注文する気持ちはある。絶対嫌だとは思っていない。 

 

・中学校ではデリ弁当について、保護者や生徒の方へ周知方法はどうされていますか

。入学した際の説明会で説明がされていると思うのですが、それ以降はなにかありま

すか。 

 

・事務局で把握している中学校でのデリ弁当の周知方法について報告します。 

 

・まず、今年度については、中学校の校内３箇所に献立表を掲示している。今、お手元

に配布している献立表をＡ３に大きくしたものをカラーのままで掲示しています。 

 

・秋に実施されている保護者向け入学説明会の際、中学校での昼食の選択肢として京

田辺市事業でデリ弁当があることを中学校より保護者の方へ説明しています。 

 

・学校の先生についても、先生が食べている姿や、実際のお弁当を子ども達に見ても

らうなど、広報の意味も込めてデリ弁当を利用していただいています。 

 

・献立表は、市教育委員会のＨＰで毎月掲載していますが、今年度より中学校のＨＰ

でも掲載していただき、保護者、生徒が気軽に確認できるようにしていただきました。 

 

・中学校入学説明会の時に、デリ弁当を試食していただくのはどうか。保護者がまず

食べて、味をみた方がいいのではないか、そうすれば注文するのではないか。幼稚園か

ら小学校に上がる時、小学校の給食を試食できる機会がありますよね。 

 

・添加物が心配、冷凍食品が心配など、食べずに心配していることが多い。私もそれが

気になって、今日、試食会に参加させていただいた。 

 

 



9 
 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

・新入生説明会の時、試食会まではできなかったのですが、デリ弁の展示をしました。 

献立表だけではなかなかわからないので。日替弁当とヘルシー弁当をそれぞれ１食

ずつ説明会の会場に展示しました。見ていただいた保護者の感想では、「ボリュームあ

る」「美味しそう」「これで３９０円は安い」「私の作る弁当より色々なものが入ってい

る」と割と好感触な感想が聞こえてきました。 

 

・ただ、反対に違う感想も聞こえてきました。在校生に子どもがいる保護者から「昼食

時間が短い」「配膳室まで取りに行かないとだめ」「利用者が少ない」など。 

 

・今日の昼食会に参加していないのですが、デリ弁は１５分で食べられましたか。 

 

・話をしながら食べていたので１５分では食べられてないと思う。 

 

・話をしてなかったら食べられていたかもしれません。 

 

・結構、ボリュームがあったので食べられないのではないか。 

 

・たくさんだったので、私、ご飯は半分残しました。 

 

・１５分には配膳室まで取りに行き、返却する時間も含めないといけない。時間的に

厳しいことですね。 

 

・日替弁当とヘルシー弁当はお弁当箱の大きさが違いましたね。ヘルシー弁当はコン

パクトでしたね。 

 

・男の子は大きなお弁当箱であっても、気にしないけど、女の子はこの大きさは少し

気にするかもしれないですね。 

 

・味は美味しかった。 

 

・１食３９０円にしては、内容が充実していた。 

 

・皆さん、お話されながら召し上がっていましたが、それでも２０分から２５分では

食べ終わられていましたよね。もう少し会話を少なくすると、食べられるのではない

でしょうか。ただ、食べる以外に取りに行き、返却することを考えると１５分ではきつ

いかもしれない。 

 

・この検討委員会は、どちらかと言うとある程度、将来を見通した昼食のあり方を検

討していくのですが、それがどんな形になるにしろ、来年度、再来年度に急に変えられ

るものではない。暫くは現状がベースになると思う。それを考えた時にはこのデリ弁
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は家庭で弁当が作れない時、少なくとも当面は維持ができればいいなという気がしま

す。その為にはある程度の利用実績がないと、業者があまりにも少ないと続けていけ

なくなる。将来の選択肢を広げるためにも、短期的にどうするか考える必要もあるの

ではないか。 

 

・ほかにございませんか。 

 

・今日のアンケート結果は、単純集計で、どの回答がどれだけあったかをまとめただ

けで、その結果からは結論めいたことは言えない。もっとクロス集計など分析が必要

になる。とはいえ、数字を見る限り、先ほどご指摘のあったように給食に対する期待が

前回の調査より増えていることも踏まえ、そういう意見もある一方で、現状について、

もう耐えられない、どうにもならないと言った非常に切羽詰まった状況もアンケート

結果からは出てきていない気がします。 

 

・従いまして結果からみて、ただちに改善する点、方向を変える必要がある、この選択

肢しかないというような状況ではないように思える。反面、子ども達、保護者がどのよ

うな思いを持っているのか色々と貴重な情報が入っているのではないかと思います。 

 

・先ほどの昼食時間の問題も含めて、本当にあるべき昼食の姿を追求する一方で、現

実的な制約がいくつかある。そこをどこで折り合いをつけるのか。これからの議論の

１番難しいところだと思う。例えば、給食という仕組みにもっていくべきだとなった

場合でも、当然、一口で給食と言っても、センター方式にするのか、自校方式にするの

か、方式にも色々とある。もし、その方向を選択した場合、どれぐらいの期間が必要な

のか、物理的にそれが可能なのかどうか、色々なことを検討しなければならない。なか

なかすぐに結論まではいかない。このアンケートに出た色々な方の意見をできるだけ

尊重して、現実的に実現可能な方向をこれから模索していきたいと思います。 

 

・今日は具体的にこの点について議論するのではなく、アンケートの集計結果の報告

を受け、それについて皆さんのご意見やご感想をいただくことが主たる議題になって

います。大体、色々と伺ってきました。まだご発言ない方でなにかございませんか。 

 

・では、アンケート結果については、本日、伺った話で終わりとさせていただきます。

現状が理想的な状態でないのはもちろんですが、逆にここに最大の問題があり、ただ

ちに変える必要がある、すぐに対応しなければならないということはアンケート結果

からは見出すことができない。 

 

・また、その結果としてこの方向で行くべきという結論もアンケート結果から導きだ

すこともできない状況ですので、このアンケート結果を基本としつつ、また皆さんの

お考え、ご意見を踏まえながら、次回以降具体的にどういう形がいいのか議論してい

きたいと思います。 
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・それでは、ご意見も出ないようですので、本日、予定しておりました議事はこのアン

ケート結果についての議論でしたので、これで終わりとさせていただきます。 

 

 
まとめ 
事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

・それでは以上を持ちまして、第２回京田辺市中学校昼食等検討委員会を終了させて

いただきたいと思います。 

 

・次回の日程につきましては、５月以降を予定させていただいております。また改めて

日程調整をさせていただきたいと思います。 

 

・ただ今、委員長の方からもありましたが、次回の委員会では現行方式を含めた様々な

方式による京田辺市におけるよりよい中学校昼食について、今後のあり方について検

討していただきたいと思います。どの方式に移行するにせよ実施までには大変時間を

要するものと考えますし、また、家庭からの弁当を今後も維持することになっても、持

って来られない場合の選択肢としてデリ弁は重要になります。 

 

・次回の委員会では、このデリ弁の改善の可能性について、議論を進めてまいりたいと

考えますのでよろしくお願いします。 

 

・質問ですが、この委員会のメンバーは今後も変わらないのでしょうか。私、公募委員

で出ているのですが、他の委員会に出られた方で、ＰＴＡの役員や、なにかの団体から

出ている方が、年度が替わると委員のメンバーもガラリと替わることがあると聞きま

す。次の委員会が５月以降の開催ということで、メンバーも替わるのでしょうか。 

 

・当然、年度末から年度初めにかけて人事異動などございます。また、中学校の３年生

の保護者より選出いただいていますＰＴＡの保護者については、お子様が卒業されま

すとＰＴＡ会員でもなくなりますので、そういう方については、変更が生じるのではな

いかと考えます。 

 

・私、お兄ちゃんが卒業しますが、まだ下に子どもがいますので、そのまま委員を続け

ます。 

 

・委員によって様々なのですね。 

 

・それでは、以上を持ちまして、第２回京田辺市中学校昼食等検討委員会を終了さ

せていただきます。本日は、ありがとうございました。 

 

 
 午後３時０５分終了 


